













から約 100gずつ果実を採集した (B)｡霊長研で飼育されている4頭のニホンザル (オスメス2
頭ずつ､うちヤクシマザル1頭)にそれぞれ果実を与え､消化管通過の際の種子生存率を算出し
た｡Bの種子に､ボールミルによる摩滅､塩酸溶液の温浴 (ph=2.0､39℃､1時間)､および蒸留


















































楠 比呂志 (神戸大 ･J:笠･附属戊場)
絶滅の危機にある野生動物の種の保存において､配偶子 (精子や卵母細胞)や旺 (受柵卵)
の凍結保存技術は極めて有効な補助手段と考えられているが､ウシなどの一部の家許を除けば朽
現性のある方法が確立しているとは言い稚いのが現状である.そこで本研究は､朽現性の拭いチ
ンパンジーの精子の凍結保存技術を確立する目的で行われた｡
京都大学霊長類研究所で飼育されている 3豆Rの健康な成熟雄チンパンジーから花気射和法
で採取した精液のうち､良好な性状を示すもののみを材料に用いて実験を行った｡
その結果､チンパンジーの精液中には､グラム陽性球菌､同双球菌､同梓筒などが常在し､
処理および保存期間中のこれらの菌頬の増殖抑制には､家畜などで通常使用されているペニシリ
ンやストレプトマイシンよりもアンピシリン系やカルベニン系の抗生物質のほうが布効である
可能性が考えられた｡
また､家畜や実験用のサルなどで使用されているTEST､HYG､モデナ､TTE､HF
およびHamFIOの6種類の精子保存用希釈液についてスクリーニングテストを行った結果､
カニクイザル用に開発されたTTEが､チンパンジー精子に好適であることが知られた｡さらに､
凍結前の精子の冷却過程は､通常､緩慢に行われるが､チンパンジーでは急速に行った方が融解
後の和子の性状の回復は良好であった｡
自由39
サルにおける新しい麻酔法の開発
宮部Tf子 (束京大 ･農)
本研究では､まずニホンザルに対するメアトミジンーミグゾラム (MM)を筋肉内投与した
場合の51静効果とアチパメゾ-ルによる措抗効果について検討したoその結果､ニホンザルにお
いてもMM(30pg/kg･0.3mgn(g)の筋肉内投与によって探い鎮静が得られ､またその効果はアチ
パメブールによって速やかに括抗されることが示された.
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